
英語科
英語科の定着状況

具体的な課題

　
課題の原因 課題解決の方策

次年度の数値目標

〇教科の正答率では、基礎・活用ともに区の平均正答率よりもわずかに上回った。(0.5%・１．2%）
〇 『読むこと』においては、約９割の児童が活字体で書かれた文字（大文字・小文字）を識別し、読み方を
身に付けている。
〇 『書くこと』においては、９割以上の児童が音声を聞き、活字体の大文字・小文字を正しく書いている。
       例文を参考にしながら、簡単な語句や基本的な表現を用いて書くことができている児童は９割近くい
る。
〇『聞くこと』においては、区の平均正答率よりわずかに下回っている。（0.1％）
〇『主体的に学習に取り組む態度』においては、区の平均が90.7％に対して88.7％と、２％下回っている。

〇『聞く』技能を伸ばすこと。

〇『主体的に学習に取り組む態度』の向上を図ること。

〇『聞く』から『聞き取る』へのレベルアップ
　クラス全体でサウンドチェックやJST（物語を
語る活動）を行っているため、児童一人一人
がどの程度理解しているのかを把握するため
の時間を設けていなかった。静かに『聞く』こと
はできているが、英語を『聞き取る』レベルに
高める必要がある。
クラス全体での確認で授業が進んでいたた
め、身に付いている力以上に「分かった・でき
た」と捉えている児童がいる。

〇語彙の不足
　特に道案内で使われる単語やフレーズに課
題が見られる。

〇「やってみたい！」と思う授業の仕掛け
　授業の中での自分の実力を試す時間の設
定が不足している。

〇JST(物語を語る活動)で音声言語を育てる
　『しっかりと聞くこと』を意識させ、 英語らしく聞こえるため
のリズム・イントネーションの体得を図る。

〇物語に関連するトピックを選定し、学習を深める
　発達段階や児童の実態に合わせ、児童が取り組みたく
なるような授業の仕掛けをする。

〇スモールステップの指導
　着実に力と自信を身に付けさせるため、授業の中でワー
クシートや発表を通して、何が身に付いたのか、何が課題
なのかをはっきりとさせる。また、目標に対する振り返りを
行う。

〇児童の「できた！」の積み重ねを大切にする
　児童の「できた！」という瞬間を見逃さず、適切なタイミン
グで支援や賞賛の言葉を掛ける。

〇しっかりと聞かせる環境を整える
　しっかりと聞かせる時間はクラス担任が聞かせる意味に
ついてクラスに伝える。ただ『聞く』のではなく『聞き取る』こ
とを意識させる。

〇『聞くこと』においては、『読むこと』『書くこと』と同じく９割の平均正答率を目標とし、
　　バランスのとれた力の定着を図る。
〇『主体的に学習に取り組む態度』においても、平均正答率の９割以上を目指す。


